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10月号

-'Øll"~書館t月闘で~..-
犬も私たちと同じ命を持っています。

この表情いつまでも消さないで//

町民のうごき
世帯数 1，981 人口 男 3，665 女 3，923 計 7，回8 (平成 3年 8月30日現在) 

出生男 3女 2計5 死t 男2女 1計3 転入男 5女 4計9 転出男10女15計25 平成3年8月中)

広報かつうら10月号=256・平成3年10月 1日発行編集と発行勝浦町総務課でんわ  (08854)2-2511附 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
10月は犬害防止月間

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



為

か
わ
い
い
捨
て
犬
が
い
た
、
り
つ
い
拾
っ
て
飼
い
た
く
な
る 
l
平&れ

た
ち
の
純
粋
な
無
持
ち
が
わ
か
り
ま
す
。

で
も
、
正
し
く
飼
わ
な
い
と
借
巌
も
い
っ
ぱ
い
伴
い
ま
す
。
ほ
え
か

け
ら
裂
り
、
飛
ひ
つ
い
て
こ
、
り
れ
れ 
k
り
し
た
辞
鞍
あ
り
ま
せ
ん
か
。

野
良
犬
短
編
心
持
っ
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。

正
し
い
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

(平成 2年度)

…?・・・
*

+~ 
~ 

第256号	 iJ て〉 う ら 平成3年10月1日 (2) 

。役場に届けられだ不用犬の数は� 
合計� 
61頭

動
物
っ
て
か
わ
い
い
で
す
ね
。

(平成 2年度)

。予防接種を受けた犬の数は……?

*犬の登録

も� ω ちn	
グ 244

設さU
 

庁
犬
は
絶
対
に
つ
な
い
で
欲
し

1/ てらかな 実子なお かれ で� 
f 気はじみし飼で供のと飼また小す私�  

い 

と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

' 一、 や つ い いすにでないれ大さ。の

た
。

ー
一
主
婦
|

つ主任ぃ末主 。恐 「 し 主 た き い 子� 
! 	 け|演予た� hの 怖主いののな時 供

て !f¥"り方 心盲し方が犬に は
欲場土、事に をさ、は原には

|し官、大?と 与芹子 -4因飛な 犬
ー いミェ人�  4ょっ え ど 供 う で び し が

め企九い た ま が ち す っ 飼 大
婦す 	2ぞらみは の上大の 。かい き
| 。王と見たお は長好犬 れに ら

ヲ。った円と事 μ、きは さい

o

一

大
切
に
飼
っ
て
い
た
地
鳥
(
に

わ
と
り
)
の
つ
が
い
が
卵
を
か
え

し
、
九
匹
に
な
り
毎
日
散
歩
し
た

犬Iまフないて� -::!. " 

貨両jいましょフ，ゲ

り
、
卵
も
た
く
さ
ん
生
ん
で
い
ま

し
た
。そ

れ
が
あ
る
晩
、
鳥
小
屋
の
カ

ギ
を
締
め
忘
れ
た
た
め
に
、
一
晩

の
聞
に
全
部
犬
に
か
み
殺
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
悲
し
そ
う
な
声

合
蘭
い
て
走
っ
て
行
っ
た
時
に
は
、

あ
た
た
か
い
鳥
の
死
が
い
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
飼
い
犬
と
思
わ
れ
る

大
き
な
犬
が
そ
ば
に
い
ま
し
た
。

ーベットは、社会に迷惑をかけないように飼いましょうー

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
犬はつないで飼いましょう



平成� 3年10月� 1日� るヌう て〉 う ら 第256号(3) 

E
犬
を
飼
い
始
め
た
の
で
す
が

E
ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
で
す

金
は
、
登
但
覇
空
一
、
一

O
O

E
狂
犬
病
の
予
防
接
種
が
あ
る

E
そ
う
で
す
が
:
・
?

E
四
月 
J
六
月
に
町
内
を
巡
回 

E定
獣
医
小
松
島
動
物
病
院
(
宮 

O
八
八
五
三
l
三
l
O

E
毎
月
第
一

、
第
三
水
曜
日
に 

E

E
道
で
犬
茶
話
っ
た
の
で
す
が
、

E
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
?
・

E
役
場
環
境
衛
生
諜
へ
ご
連
絡

E
下
さ
い
。

E
犬
に
か
ま
れ
た
の
で
す
が
、

E
ど
う
い
っ
た
手
当
て
接
す
れ

E
患
部
を
き
れ
い
に
洗
い
、
消 

EE
飼
い
犬
が
死
ん
だ
り
し
て
、

E
犬
を
飼
わ
な
く
な
っ

た
場
合

E
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
世
界 

E
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

E
道
ば
た
で
犬
が
死
ん
で
い
る

圃
.
，
圃E

の
を
見
つ
け
た
時
、
ど
う
す

E
勝
容
所
の
人
と
協
力
し
合
い
、 

E
袋
に
き
ち
ん
と
入
れ
て
、
犬

'

町
へ
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

E
注
射
を
う
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
の
手
続
き
は
年
一
回

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

円、 料

円
で
す
。

O
O

園 犬

か
? 何に 


ど争 -¥ 

ん 関 
つな
しく
たな

てす 
りつ
いた
いの もる 
でで

110乙
固� 

二
三
ハ)

吉
村
動
物
病
院 

(8
0
八
八
五

一一
一|
三
|
一
六
七
六 
)
で
注
射

を
う
け
て
下
さ
い
。

沖
自
制
料
二
、
八

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
期
聞
に
注
射
を
う
け

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
指

すす犬
か かが
?、い

毒
を
し
て
、
出
来
る
だ
け
早

く
、
病
院
に
行
っ
て
下
さ
い
。 

は
、
役
場
環
境
衛
生
課
(
宮
二 

|
二
五
一
一
)
へ
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

注
射
を
う
け
る

番と 
ば
い
い
で
す
か
?

5よ里美
 ，ノ
I
~病

?53f 
 .グ

F

」
と
は
狂
犬
病

い安ん ~ 
d

ら豆ど
な 手な

E
登
録
犬
、
が
死
ん
だ
の
で
す
が

低
員
、 

よ
?
?

E
E
E
F

湾台い じい
のよ と

の
死
が
い
で
あ
る
こ
と
を
明
記

の
う
え
、
ゴ
ミ
と
一
緒
に
ゴ
ミ

フ
ェ
ン
ス
へ
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
鑑
札
を
つ
け
て
い
る

犬
が
死
ん
で
い
る
場
合
は
役
場

へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
う
け

て
下
さ
い
。

「¥
れ
は
い
い
で
す
か
?

※
猫
は
買
い上
げ
を
行
な
っ
てい



ま
せ
ん
が
、
不
用
と
な
っ
た
場
ム
只


役
場
環
境
衛
生
課
に
お
い
て
引
き


取
り
ま
す
の
で
、
不
用
犬
の
買
い


上
げ
日
に
つ
れ
て
き
て
下
さ
い
。


一犬は必ずつないで飼って下さい一

不用犬の買い上げ日

ーのカ、わいし
ぃ犬を

/ 
}野犬じしないでメ/

役
場
環
境
衛
生
課
で
買
い
上

げ
て
い
ま
す
。

予
防
法
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら

ーベットは、社会に迷惑をかけないように飼いましょうー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
犬に関すること
何でも110番



第256号 ヌう為 て〉 う ら 平成  3年 10月 1日 (4) 

ゆとりを毛つτ


¥』ー，

H

O い
状
の
授
与
る
ど
か
行
わ
れ
、
午

後
か
ら
は
芸
能
大
会
で
婦
人
会
、

老
人
会
の
歌
や
踊
リ
、
上
方
落
語

の
笑
福
亭
学
光
さ
ん
を
中
心
と
し

た
、
没
オ

・
必
語
、
最
後
に
は
、

休
育
館
に
お
い
て
、
第
二
十
二
回 

町
長

・
謀
長
、
久
国
の
宮
本
得
殺

の
敬
老
町
民
の

つ
ど
い
を
開
催

さ
ん
も
参
加
し
て
の
大
喜
利
で、

し
ま
し
た
。

大
爆
笑
の
な
か
雌
大
に
行
わ
れ
ま

し
た表

彰 。

・
祝
い
状
等
を
受
け
ら
れ


た
万
々
は
次
の
と
お
リ
で
す
。


老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰


団
体
の
部

中
角
老
人
ク
ラ
ブ


個
人
の
部

北

内

侍

吉


(中
山
怠
人
ク
ラ
フ
)

勝
山
八円
五
人
ル 

(門
小
川
竹
芝
人
ク
ラ
フ 

)

席
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
早
朝
か
ら
婦
人
会
の

方
々
の
径
一食
弁
当
作
り
に
司
}
協
力

い
た
だ
き
、
式
典
前
の
横
揃
保
育

所
児
童
に
よ
る
か
わ
い
い
元
気
な

散
や
踊
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
。
式
典
、
で

は
、
功
労
者
の
方
々
の
表
彰
、
川
悦

-
八
+
歳
到
達
夫
婦
祝
い
状

沼
江
中
井
次
雄
(
卯
歳
)

ツ
ル
ヱ
(
初
歳
)

中
角
大
上
新
治
郎
(
部
歳
)

君
代
(
別
歳 
)

久
国
宮
本
得
競
(
釘
歳
)

ト
ヨ
コ
(
別
歳
)

棚

野

堺

林

競

(

但

歳 
)

ナ
ツ
(
別
歳
)

棚

野

積

貫

(

制

歳

)

ナ
ツ
(
印
歳
)

立
川
蔀
万
太
郎
(
剖
歳
)

カ
ヤ
ノ
(
加
歳
)

坂
本
池
窪
辰
太
郎 
(剖
歳
)

コ
フ
ジ
(
加
歳
)

坂
本
新
居
伊
佐
男 
(部
歳
)

ス
ギ
ノ
(
加
歳
)

・
米
寿
(
随
意
到
達
者

沼
江
、
小
室
一好
道
ほ
か
は
山
名

・
喜
寿 

(η
事
到
達
者

棚
野
、
滝
花
ハ
ツ
ほ
か
臼
名

米
実
墓
寿
歩
通
え
ら
れ
た
方
々

に
は
、
知
事
か
ら
の
銀
盃
、
木
盃

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。(
以
ト
薮
称
略 
)

敬
老
の
日
も
間
近
に
せ
ま
っ
た

九
月
二
日
の
月
曜
日
、
町
内
理
髪

業
者
で
組
織
す
る
福
理
会
(
代
表

橋
本
茂
幸
さ
ん 
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
会
員
が
在
宅
ね
た
き

り
老
人
を
訪
問
し
、
き
れ
い
に
散

髪
を
し
て
に
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
散
髪
に
出
て
行
け
な
い

心
温
ま
る

敬
老
作
文
の
朗
読

敬
老
の
日
に
寄
せ
て
、
小
学
校
、

中
学
校
を
代
表
し
て
お
二
人
の
心

温
ま
る
作
文
の
朗
読
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

(
敬
称
略
)

・
「
敬
老
に
思
う
」

生
比
奈
小
六
年
桑
村
敏
弘

・
「
敬
老
の
日
を
迎
え
て
」

勝
浦
中
三
年
世
間
、
川
竜
幸

ね
た
き
り
の
老
人
や
家
庭
の
方
か

ら
大
変
喜
ば
れ
心
か
ら
球
話
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
お
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
敬
老
月

間
、
お
正
月
前
、
お
盆
前
な
ど
年

数
回
、
永
年
に
わ
た
り
奉
仕
活
動

を
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
て
は
、
七
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
を
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
肝

で
活
躍
さ
れ
て
き
た
永
年
の
ご
苦

労
に
感
謝
し
、
元
気
る
ご
長
寿
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
勝
浦
中
学
校

今
年
の
該
当
者
は
千
三
十
五
人

で
、
約
七
百
人
の
方
が
元
気
で
出

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ゆとりをもって元気で長生き
盛大に第22回敬老町民のつどい



1う込 で〉� う ら 第256号

-
古
典

-
ご
近
所
パ
ラ
ダ
イ
スね

じ
め
正

一

・
君

だ

け

に

愛

を

宮

村

優

子

・
男

に

つ

い

て

松

原

敏

春

・ 

の
館
内
視
聴

L
D
C
D

利
用
て
き
ま
す

・
専
門
書

・
花
の
病
害
虫
防
除

・
図
で
わ
か
る
民
法

・
社
会
福
祉
通
論

三
浦

文

夫

・
児
童
書

全
一 

五
八
冊 

-
あ
か
ね
創
作
文
学
シ
リ

.
お
ば
け
め
い
ろ

・
西
遊
記


-
少
年
少
女
シ


.
寺
村
輝
夫
の
と
ん
ち
話
・


.
わ
か
っ
た
虫 

λ
の
お
か
し
シ
リ
ー
ズ

・
英
語
版
お
も
し
ろ
童
話

・
音
楽
の
え
ほ
ん

・
ナ
ポ
レ
オ
ン
ズ
の
て
じ
な

.
ジ
ュ
ニ
ア
手
芸
全
集

O

全
九
七
冊

女 

二一

枚

「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

シ
リ
ー
ズ
・
に
こ
に
こ
ぶ
ん
・
ア
ン

パ
ン
マ
ン
・
ユ
ニ
コ

・火
の
鳥
な
ど

食-
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
四 

枚 

C
D

L
D

-
英
語
で
読
む
世
界
経
済
入
門

井

上

邦

夫

上

住

泰

O

鹿

毛

継

雄

-
一
般
書

全
六
七
五
冊

.
女
が
パ 

卜
に
出
る
と
き

鷹
沢
の
り
子

・
一
太
郎
&
花
子
の
世
界

l

手
越
義
昭
他

・
出
発
に
年
齢
は
な
い萩

原

葉

子

・
パ
ソ
コ
ン
通
信
が
わ
か
る
本

友

野

明

-

ン
ャ
.
ス

J

新
刊
続
々
入
荷
グ

平
成
三
空
度
購
入
の
新
刊
書
が

続
々
と
入
荷
し
て
お
り
ま
す
。
図

書
室
に
入
っ
て
正
面
に
「
新
刊
書

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

新
刊
書
紹
介全

二
六
冊

枕
草
子
・
古
今
和
歌
集
・

土
佐
日
記
・更
級
日
記
・

五
山
文
学
集
ほ
か

』

F
新
刊
コ
ー
ナ
ー

l
ス

ト
ン
動
物
記

l

昔
話 

四
O
枚 

.
ポ

ッ
プ
ス

七
三
枚

ぜ
ひ
ご
利
用

下
さ
い
。

ス
卜
へ
入
れ
な
い
で
受
付
へ
お

返
し
下
さ
い
。

交
返
却
日
を
過
ぎ
て
も
返
却
さ
れ

な
い
本
が
あ
り
ま
す
。
返
却
日

ま
で
に
お
返
し
下
さ
い
。

女
絵
本
に
は
ら
く
が
き
を
し
な
い

で
お
返
し
下
さ
い
。

食
県
立
図
書
の
返
却
の
取
り
次
ぎ

は
、
受
付
で
行
い
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
な
い
で

受
付
へ
お
申
出
下
さ
い
。

十
月
の
図
書
館

行
事
と
休
館
日

大
第
二
回
・
町
内
小
中
坐
生

。
夏
休
み
作
品
展 

-

5

日 

回
一
例

ω
J
M

・
ボ
ル
ネ
オ
ホ
テ
ル

・
い

つ
も
と
違
う
日

・
キ
ャ
ッ
卜
タ
ロ
ッ
卜

ア
レ
ク
サ
ソ
ド
リ
ア
木
星
王

.
太
平
記
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
む
法

・
真
夜
中
の
ハ
ラ
マ
キ

・
散

華

杉

本

苑

子
矢

島

さ

ら

.
マ
ン
ガ
日
本
経
済
入
門

ナよ 

さし、

D 

(
7
日
開

・
日
目
的
休
み
)

ト
女
こ
ど
も
映
画
会

影

山

民

夫

赤

川

次

郎

毎
日
曜
日
午
後
二
時 

一一一

o

J

ほ
か

i
雲
仙
ヘ
義
援
金

古
本
チ
ャ
リ
テ
ィ 

l
i

皆
綴
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
古
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
お
志
一一
六

一
九
円
を
こ
の
ほ
ど
徳
島
新
聞
を

a

高

野

冬

彦

お

ね

が 
L、
 

6
日

20 13 
日日

ア
ン
パ
ン
マ
ン

み
な
み
の
海
を
す
く

‘え
 

・

あ
し
な
が
お
じ
さ
ん

y
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ 

l 石
ノ
森
章
太
郎

ル
・
セ
ロ 

よ

1
Uこ

ん
な
こ
い
る
か
な

幻
白
書
円
い
ブ
リ 
γ
ク

食
県
立
図
喜
揚
力
巡
回
日

日
白
川
団

交
休
館
日

7
日

白
日

日

-
M

返て
しい

O

l

・

ゾ 

ン

ポ 

.
恋
に
つ
い
て
僕
が
話
そ
う

l 

通
じ
て
、
雲
仙
被
災
地
へ
お
送
り

し
ま
し
た
。

秩
本 

ご
豊
口
と
お
礼
歩
〒
申
し
上
げ
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ポ

f 専¥

下ね 11 

康

大 台
ビ L、Uこビ
デ 。巻デ
オ きオ
テ もテ
|ど  I
プ しプ
はては

お

、一、� 

時

-m日
・
お
日
・ 4
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6)第256号� カミ て〉 う ら 平成� 3年� 10月� 1日 (

寝袋寝� JZjjJE;;;fgi旬句JiE句;:JUJj寝袋容-
東四国国体・躍動のうすしお大会


一開・閉会式 式典アナワンサー募集しています-
平成� 5年に徳島県 ・香川県で開催される第48回国民体育大会秋季大会並びに徳島県で開催される第29回全国身体障害者スポーツ大会開 ・

閉会式の式典アナウンサ一等を募集いたします。

募集人数�  

A.第48回国民体育大会秋季大会並びに第29回全国身体障害者スポーツ大会開 ・閉会式式典アナウ� γサ- 6制捜(男・女)

B 第29回全国身体障害者スポーツ大会競技アナウソサー

(第29回全国身体障害者スポーツ大会の盲人野球、陸上競技において視覚障害者向け実況放送業務に従事)若干名


応募資 格 �  

l 平成4年4月1日現在で満18歳以上の方。� 4.選考決定後、平成� 5年10月の秋季大会並びに平成� 5年11月の身体障害者ス

2.徳島県内在住者。� ポーツ大会終了時までの期聞に実施する放送要員研修会・練習会等に参加で

3.放送業務の経験は聞いません。 き、大会の放送業務に従事できる方。� 

応募締切り
平成� 3年10月31日附当日消印有効

応募方法・問い合わせ先(送付先)� 

1. I応募申込書」に必要事項を記入の上、下記へお申し込みください。 2. I応募申込書」は、第48四国民体育大会徳島県実行委員

干770徳島市万代町� 1丁目� I番地 徳島県庁内 会事務局、第29回全国身体障害者スポーツ大会準備室及び

第48回国民体育大会徳島県実行委員会事務局 各市町村の国体業務担当課にあります。

競技式典課式典係 会(0886)21-2838 
選考方法�  

l 選考は、第48回国民体育大会徳島県実行委員会と第29回全国身体障害者スポーツ大会徳島県実行委員会が行います。� 

2.審査は、面接及びマイクを通しての発声 ・発音・音量等の音声テストを行います。� 

3.選考日時等詳細につきましては、応募者本人に通知いたします。

発表
平成4年1月下旬(予定)、採用された本人あてに通知するとともに、広報紙等で発表いたします。

大会日

第48回国民体育大会 「東四国国体J秋季大会 平成5年10月24日(日ト10月29日(量的� 6日間

第29回全国身体障害者スポーツ大会 「躍動のうずしお大会J 平成� 5年11月6日同・11月7日(日) 2日間� 

その他
1.採用された放送要員につきましては、平成� 4年4月から平成5年11月までの期間、研修会・練習会等に参加をお願いし、たします。

[研修概要]

平成4年度研修回数� 12回程度 (基礎 ・応用研修)

平成� 5年度研修 ・練習回数� 15回程度(応用 ・実地研修)� 

(A、B基礎研修のみ共通)


2 秋季大会後に開催される第29回全国身体障害者スポーツ大会開 ・閉会式の式典放送業務につきましても、御協カをお願いし、たします。� 

3 研修会 ・練習会等に参加する交通費及び研修に要する経費は支弁いたしますが、報償費は支給いたしません。� 

4 応募申込書は、審査後、お返しいたします。� 

ビームライフル講習会� 家庭婦人バレーボール教室

Oあなたも撃ってみませんか?� 及び審判講習会の案内

10月5日(土) 審判講習会

O
10月12日(土) バレーボール教室

石
川
国
体
出
場

が
ん
ば
れ
郷
土
選
手

今
月
十
二
日
か
ら
石
川
県
で
第
四
十
六
回
国

民
体
育
大
会
秋
季
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
に
、
横
瀬
の
定
作
義
宏
さ
ん
(
勝
浦

園
芸
高
校
)
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
男
子
二
部

に
、
横
瀬
の
谷
本
仁
美
さ
ん
(
小
松
島
高
二
年
)

が
剣
道
少
年
女
子
に
出
場
さ
れ
ま
す
。
郷
土
の

代
表
と
し
て
、
と
活
曜
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

問
月

5
日
出

日
時

1
引
時

10月19日佳) 審判講習会

10月26日(土) バレーボール教室

-時間
午後�  8時から

・場所

生比奈小学校
体育 館 �  

福祉センデー� 3階において練何コ ーナーを

段けていますので.治沼会的� Hでなくても教行

委員会までご直絡いただければ線開できます.

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
東四国国体　躍動のうずしお大会



第256号

〆、、、

一位
 

勝
浦
中 

ニ位 

福
原
中

H H

〈
敢
闘
賞
〉

一
区 
H
片
山
雅
文

l

九
月
十
六
日
開
催
さ
れ
た
大
会

に
は
、
郡
内
七
チ 

ム
に
大
塚
製

薬
、
徳
島
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ク
ラ

l
ブ
の
オ
ー
プ
ン
参
/
加
を
加
え
、
九

チ 

ム
が
七
区
間
(一一

を
本
番
の
徳
島
駅
伝
に
向
け
て
力

七
・
五
同
)

九
月
二
日
か
ら
始
っ
た
大
会
に

は
各
地
区
代
表
の
十
チ 

ム
が
参

加
。
快
い
汗
を
流
し
て
五
日
間
の

l

ゲ 

ム
が
終
了
し
ま
し
た
。

l体
協
軟
式
テ
ニ
ス
部
に
よ
る

「
テ
ニ
ス
教
室
」
は
毎
週
金
曜
日
午

後
八
時
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
参
/
加
し
て
下
さ
い
。

二
区 

杉
H

東四国国体デモスポ行事

グラウンドゴルフ車東習日平呈

O

日
時 

走
し
ま
し
た
。 

本
洋
三

三
区
H
贋
井
良
一

四

H H
区 

滝
口
友
則

・
神
田
政
和
五

区 

笠
松
美
和

・
田
中
い
ず
み

H

l

l

-
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

l

勝
浦
郡
陸
協
チ 

ム 

塚
製
薬
「
七
福
神
」
チ 

ム
等
二

チ 

ム
に
奨
魁
員
が
贈
ら
れ
ま
し

〈

た
。

多
田
尚
弘

六
区 

七
区
H
松
田

H

〈
一
般
・
高
校
の
号

友
和

・
武
田
恭
典

他
に
陸
協
後
援
会
長
か
ら
、
大

一
位 

H

(
1
時
間
泊
分
お
秒
)

中
学
生
の
号

官同
鉾
中

(1
時
間
担
分
以
叩
秒 
)

一
位 

第5固

地区対抗

軟式テニス大会

~ますます広がる
テニスの輸~

傘、 

|第 匂
徳� 35
島田 

駅回出;

ぞ蒲

こ君B
 
j駆

カゐ� 'f- ....初優勝した星谷 Bチーム

10 10 
月月� 
228 
日日� 
(火)(火) 

0時間� 午後7時30分から
O場所 勝浦中学校グラウ ン ド
。備考 川具(j:i~ 師i f します 。

A 月公

-区 間 賞(中学生の部)

区 間

第� 1 区� 

第� 2 区� 

第� 3 区� 

第� 4 区� 

第� 5 区� 

第� 6 区� 

第� 7 区� 

タ イ� i入

1 5分� 5 3秒

1 2分� 5 6秒

2 0分� 4 7秒

1 6分� o2秒

6分� 5 0秒

1 2分� 5 6秒

1 2分� 5 3秒

氏 名

桂 忍

宮本健司

星場俊之

中谷紀仁

佐々木 ニ 恵

守 岡利正

美木大輔

4砂区 間� 賞(一般・高校の部)

区 問 タ イ ム 氏 名

第� 1 区� 1 5分� 5 2秒 谷 寛樹

第� 2 区� 1 2分� 3 0秒 石 木 由 雄

第� 3 区� 1 9分� 5 7秒 石 木 正 昭

第� 4 区� 1 4分� 5 0秒 石 回 早 人

第� 5 区� 6分� 1 9秒 山 平里 美

第� 6 区� 1 1分� 3 9秒 新 田 弘 明

第� 7 区� 1 0分� 58秒 押粟 義衛

樹Jのできる服装で.j五%併にご参己正
IJIITきL、。� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



第256号 ヌう通 て〉 う ら 平成� 3年10月� 1日 (8) 

。。っο<5しの中の人権� V O:J∞「
人
権
」

っ
て
何
ア

「
人
間
ひ
と
り
の
い
の
ち
の
重
さ

は
地
球
よ
り
も
重
い
」
と
よ
く
い
わ

れ
ま
す
。
そ
ん
な
に
も
大
切
な
命
や
、

そ
の
命
を
生
か
す
生
活
が
ふ
み
に
じ

ら
れ
て
い
る
事
例
が
み
な
さ
ん
の
ま

わ
り
に
あ
り
ま
せ
ん
か
。
人
権
ー
ー

だ
れ
も
が
も
っ
人
間
と
し
て
幸
せ
に

生
き
る
権
利
ー
ー
と
は

一
体
ど
う
い

う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
に

一つ

の
例
を
あ
げ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
そ
う
の
小
舟
が
あ
り
、
そ
の

小
舟
に
二
人
の
人
が
乗
っ
て
い
ま

し
た
。
春
の
海
は
穏
や
か
で
、
語

り
合
う
二
人
の
姿
は
い
か
に
も
幸

福
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
へ

突
然
嵐
が
や

っ
て
き
て
、
船
が
沈

み
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
運
悪
く

救
命
具
は

一つ

し
か
な
い
・
・
。一

つ
の
救
命
具
を
め
ぐ

っ
て
二
人
は

ど
う
す
る
の
か
。
た
が
い
に
ゆ
ず

り
合
う
で
し
ょ
う
か
ク
・救
命
具
は

ど
う
し
て
も
二
つ
必
要
な
の
で
す
。

こ
の
救
命
具
が
人
権
と
考
え
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

か
た
り 
町
、

γ

町
民
と
し
て
の
取
り
組
み

A
Q

同
和
問
題
を
家
庭
内
で


話
し
合
い
、
人
権
意
識
を


高
め
よ
-
つ
。


身
の
回
り
の
差
別
に
気

づ
き
正
し
ま
し
ょ
う
。

‘、-

「
い
い
こ
と
ば
を
使
い
ま
し
ょ

う
。
汚
な
い
こ
と
ば
は
ダ
メ
よ
。」

お
母
さ
ん
方
は
子
ど
も
た
ち
に
よ

く
こ
う
注
意
し
、
「本
当
の
こ
と
を

言
い
な
さ
い
。
う
そ
を
言
う
の
は

悪
い
こ
と
で
す
。」
と
教
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
い
い
こ
と
ば
と
は

何
で
し
ょ
う
。
た
だ
単
に
て
い
ね

い
で
、
上
品
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
う
そ
を
つ
か
な
け
れ

ば
、
そ
れ
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

逆
に
、
た
と
え
粗
野
で
荒
々
し
く

と
も
、
温
か
く
真
情
の
こ
も
る
こ

と
ば
に
心
を
打
た
れ
た
経
験
は
誰

し
も
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
い
い
こ
と

ば
と
は
、
心
を
離
れ
て
は
存
在
し

な
い
の
で
す
。
心
の
こ
も

っ
た
こ

と
ば
に
よ

っ
て
励
ま
さ
れ
、
生
き

る
勇
気
を
得
た
と
い
う
例
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
温
か
い
心
、
人
の

痛
み
を
共
有
で
き
る
心
、
他
人
の

人
権
を
大
切
に
す
る
心
を
持
つ
こ

と
に
よ
っ
て
「
い
い
こ
と
ば
」
が

出
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
ば

日
本
人
は
親
し
く
な
る
と
、
こ


と
ば
を
省
略
し
た
が
る
傾
向
が
め


り
、「
以
心
伝
心
」
と
か
「
ツ 
!
と


言
え
ば
カ 

」
な
ど
と
い

っ
て、



こ
と
ば
の
少
な
い
の
が
相
愛
の
深


さ
の
あ
か
し
と
さ
れ
て
い
ま
す
。


人
は
親
し
い
か
ら
こ
と
ば
が
少

な
く
て
よ
い
の
で
は
な
く
、
親
し 

l

く
と
も
、
ま
た
、
よ
り
親
し
く
な

る
た
め
に
こ
そ
、
愛
と
優
し
さ
に

満
ち
た
語
り
か
け
が
大
切
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
が
母
親
か
ら
「
お
使
い
、

あ
り
が
と
う
。
お
り
こ
う
さ
ん
ね
。」

と
感
謝
さ
れ
れ
ば
、
ま
た
お
手
伝

い
を
す
る
気
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
で
相
手
の

や
る
気
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と

に
も
な
る
の
で
す
。
ま
た
、
互
い

に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
合
う
の
も
、

親
し
み
の
あ
る
人
間
関
係
を
保
つ

た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

も
う

一
つ
、
人
間
社
会
に
は
、

時
に
は
必
ず
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
権
を

無
視
し
た
部
落
差
別
な
ど
を
見
聞

き
し
た
折
に
は
、
心
の
底
か
ら
怒

り
、
抗
議
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
人
は
優
し
さ
だ
け
が
「
人
間
」

的
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
怒
り

や
抗
議
の
こ
と
ば
も
ま
た
時
に
は

大
変
重
要
な
の
で
す
。 

去
A

、、， 一文化の秋-

吟 詠 大

入場無料|

-と き 10月'2:1日(日)

午前� 9時~午後� 4時

-ところ 環境改善セ� γター

大ホール

町内外の名吟者が出場

-主 催 誠流吟詠会� 

(町文化協会所属)

人
権
は
ど
う
し
て
も
守
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
し
、
そ
の
人
権
を
日

ご
ろ
か
ら
尊
重
し
合
う
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
、
お
互
い
に
傷
つ
け
あ
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
一
人
ひ

と
り
が
努
力
し
て
積
み
込
ん
で
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

部
落
差
別
の
解
消
も
そ
う
し
た

一

人
ひ
と
り
の
努
力
に
よ

っ
て
こ
そ

可
能
と
な
る
の
で
す
。

人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

い
い
こ
と
は

.， 
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(9) 平成 3年10月 1日
1;通 て〉 う ら 第256号

青
年
会
パ

v
l部
全
国
大
会
へ


九
月

一
日
、
鳴
門
総
合
運
動
公

l

園
で
行
わ
れ
た
、
第
四
十
回
記
念

l

全
国
青
年
大
会
徳
島
県
予
選
で
、

勝
浦
町
青
年
会
バ
レ 

部
は
見
事

優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。

現
在
の
青
年
会
パ
レ 

部
は
、

レ 

部
員
、
青
年
会

一
同
、
深
く

昨
年
の
六
月
に
主
将
の
笠
木
義
弘

君
を
中
心
と
し
て
、
青
年
大
会
出

場
を
目
標
に
再
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
当
時
は
青
年
会
会
員
を
中
心

に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経
験
者
は
数
名

し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
し

く
部
員
も
増
え
、
昨
年
の
県
予
選

準
決
勝
敗
退
の
悔
し
さ
を
パ
ネ
に
、

l

海

南
三
野

阿 穴 牟

南� 吹 岐

上
那
賀

羽
の
浦

勝 藍

浦 住

一
年
間
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

県
大
会
で
は
、
霧
自
の
成
果
を

発
揮
す
べ
く
、

一
回
戦
を
上
那
賀

に
不
戦
勝
、
準
決
勝
で
は
藍
住
に

2
|
O
と
順
調
に
勝
ち
進
み
、
全

国
大
会
出
場
を
か
け
て
、
一
昨
年

の
覇
者
穴
吹
チ 

ム
と
戦
い
ま
し

た
。
決
勝
戦
で
は
大
接
戦
と
な
り

ま
し
た
が
、
新
戦
力
の
活
躍
も
あ
っ

l

て
苦
し
み
な
が
ら
も
2
|
O
で
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
に
球
指
U

を
聞
い

て
み
る
と
、
「
み
ん
な
と
一
緒
に
バ

レ
ー
を
し
て
き
で
良
か
っ
た
。
東

京
で
も
大
暴
れ
し
て
、
悔
い
の
な

い
試
合
を
し
て
き
ま
す
。
」
と
、
全

員
意
気
揚
揚
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
瀬
監
督
に
は
、
「
七
年
ぶ
り

の
快
挙
。
夢
咲
き
し
我
が
軍
団
に

乾
杯
。
」
と
、
賞
讃
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

九
月
十
三
日
に
は
、
県
大
会
慢

勝
の
霊
口
と
全
国
大
会
出
場
の
あ

い
さ
つ
に
町
役
場
を
訪
れ
、
桜
木

町
長
か
ら
、
「
全
国
大
会
で
も
健
闘

さ
れ
、
全
国
に
勝
浦
の
名
を
と
ど

ろ
か
せ
て
下
さ
い
。
」
と
の
激
励
の

ー、、� 

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

十
一
月
八
日
か
ら
の
全
国
大
会

で
は
、
力
の
限
り
頑
張
っ
て
き
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

言
葉
を
い
た
だ
き
、
選
手

一
同
決

意
を
更
な
る
も
の
と
し
て
お
り
ま

す。
徳
島
県
代
表
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
力
不
足
と
は
思
い
ま
す
が
、
全

国
大
会
ま
で
あ
と

一
か
月
、
精

一

杯
第
自
し
て
、
少
し
で
も
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う


し
て
県
代
表
と
な
れ
た
の
も
、
練


習
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
体
協


の
皆
さ
ん
、
応
援
い
た
だ
い
た

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
陰
だ
と
、
パ

B

O 

l
部

-

監

督

・コ
 

l

チ

・マネージャー

山 福 増 海 山 石 松 戸 上 野 笠 太 麻 平 山 中
村野田川西塚本田平上木田植 西瀬

裕 昭好 誉 栄博智 貞義 美美正博
一守仁史司志文啓等之弘豊保子芳文

選主

手将

、， 

神
社
(
横
瀬
)
に
お
い
て
、
第
二

回
び
っ
く
り
肝
試
し
大
会
を
行
い

ま
し
た
。
小
雨
降
る
あ
い
に
く
の

天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
約
三

百
五
十
人
の
子
供
達
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
二
年
目
と
い
う
事
で
、

馬
場
に
支
切
り
を
作
り
コ 

ス
を

長
く
す
る
な
ど
、
昨
年
と
は
、
し

か
け
も
総
変
わ
り
し
て
、
予
想
も

し
な
い
所
で
驚
か
さ
れ
た
子
供
達

l

去
る
八
月
二
十
五
日
、
鹿
背
山

は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
中
に
は

二
回
三
回
と
回
る
子
供
達
も
い
る

ほ
ど
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

驚
か
し
て
い
た
青
年
会
員
は
、

「
蚊
に
か
ま
れ
る
の
は
辛
い
け
ど
、

大
は
し
ゃ
ぎ
す
る
子
供
達
を
見
て

い
る
と
、
来
年
は
ど
ん
な
趣
向
で

い
こ
う
か
な
。
」
と
、
肝
試
し
が
年

中
行
事
に
な
れ
ば
と
、
夢
を
ふ
く

ら
ま
し
て
い
ま
す
。

青
年
会
バ
レ 

良
幸

弘
憲

恵美


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
青年会通信
青年会バレー部全国大会へ

MUS04
テキストボックス
びっくり肝試し大会
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第256号 カミ で〉 う ら 平成 3年10月 1日 (

j
m

脂
肪
は
必 

グ
ラ
ム
で
動
物
性

で
動
物
性
が
印
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、

J
m

た
ん
ぱ
く
質
は
初 

グ
ラ
ム

米 飯� 660 g 

麦 粉� 10 g 

子 類� 50 g 

魚 介 類� 80 g 

肉 類� 50 g 

卵� 50 g 

豆 腐� 100 g 

牛 手L 200 g 

緑 糞 色 野 菜� 100 g 

そ 。〉 他 野 菜� 200 g 

果 実 類� 100 g 

海 藻 類� 2 g 

み そ� 12 g 

植 物 油� 15 g 

砂 糖� 15 g

と
植
物
性
の
比
を
一
:
一
の
割
で

摂
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。¥、 

子

aみ栄 襲警ゑ具8重量番高三
、
一
日
の
理
想
点
は
四
点
で
す
。

三
日
間
の
理
想
点
は
臼
点
で
す
。

あ
な
た
の
家
の
合
計
点
は
い
く
一

ら
に
な
り
ま
し
た
か
?
「
あ
な

た
の
お
顔
は
ど
の
お
顔
?
」
比

一

較
し
て
み
て
下
さ
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
現
在
に
い
た

る
食
生
活
を
正
確
に
把
握
し
、
栄

分いとく
だとしぬー
けこ、ら食�  
1ろ� 1れに
点が群た�  1
すあ�  Jら群
3 つ� 6 、J
事た群そ�  6
川らのれ群�  
jc 、うをま
.iそち 6 で
九の白点赤

も
の
を
六
つ
の
基
礎
食
品
に
あ

て
は
め
、
そ
の
部
分
を
赤
く
ぬ

り
ま
す
。

一
、
朝

・
昼

・
タ
の
食
事
で
食
べ

露支之友 TZtgZ522E 

(....0、kI、，、 与般う�  V'- をバ生"!d.� 

選実Z223活重

るスあを

T 家戸三
み的 1'-ヌ りのでど
ま食ン £場す:れ だよ V:f 
t士Fミ ス背1:ftJ~ だ EJL 亙堕 

ZF1?を花咲�  F;i

一-- 一 一 -

れ医 六い
て療た十る国 対
ヒ受だ九人民
? 給 し 歳 で 健 象

~註老毛年謀 者
屈の会。齢険�  

5寄算 出品
りを I去 十入
ま受に 歳さ�  

222Eを


-
槍
診
の
内
容

胃
透
視

腹
部
超
音
波
検
査

心
電
図

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

新
機
能
検
査

腎
機
能
検
査

糖
尿
病

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

痛
風

貧
血

甲
状
せ
ん
検
査

乳
が
ん
検
査

血
圧

眼
底
検
査

検
尿
・
検
便

身
長
・
体
重

・
胸
囲

握
力

-
検
診
の
費
用

検
診
費
用

〈
国
民
健
康
保
険
施
設
事
業
〉

成
人
病
検
診
(
人
間
ド

ッ
ク
)
の

受

診

者

に
半

額

補

助

¥}  

三
回、
 

0
0
0円 

補
助
金
額

一
七
、
0
0
0円

自
己
負
担

一
七
、
0
0
0円

-
槍
診
安
曇
け
る
医
療
機
関

国
民
健
康
保
険
勝
浦
病
院

-
検
診
主
再
る
日
時

平
成
三
年
十
月
十
六
日
か
ら
平

成
四
年
三
月
十
九
日
ま
で
の
間
の

水
・
木

・
金
曜
日
の
午
前
九
時
か

ら
午
後
一
時
頃
ま
で

-
募
集
人
員

二
十
人
(
申
し
込
み
順
と
い
た

し
ま
す
。
)

-
申
し
込
み
方
法

印
鑑
を
ど
持
参
の
う
え
、
役
場

税
務
保
険
課
ま
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

-
申
し
込
み
締
切
日

平
成
三
年
十
二
月
二
十
日

※
詳
し
く
は
税
務
保
険
課
国
保
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

(
宮
二
|
二
五
二
二
)

MUS04
スタンプ
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MUS04
テキストボックス
高血圧の食事



) 平成 3年10月� 1日 通ョウ て〉 う ら

こ
ん
立
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第256号

/ あ さ ひ る よ る

第

日

第

日

第

日

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
る
た
め
に

/ あさ ひ る よる

第

日

第

日

命� 
取
e
世
p骨
ゆ

点

点|

第

日。@や点
六つの基礎食品� 

夜間救急当番表� 
10月� 2日 赤 主LムヨJ 医 院� 2-2006 

4日 勝 浦 病 院� 2-25551 
⑥ 日 上勝診療所�  6-0302 
8日 勝 浦 病 院

⑬ 日 山 西 医 院� 2-3027 
12日 勝 浦 病 院� 2-2555 
14日 湯� i斐 医 院� 2-2003 
16日 勝 浦 病 院� 2-25551 
18日 赤 岩 医 院� 2-2006 
@ 日 勝 浦 病 院� 2-2555 
22日 上勝診療所�  6-0302 
24日 勝 浦 病 院� 2-2555 
26日 山 西 医 院� 2-3027 
28日 勝 浦 病 院� 2-2555 
30日 湯� j斐 医 院� 2-2003 

10月定例心配ごと相談� 

日 時 10月11日(金)・10月25日栓)

午前10時~午後� 3時

内
円今、

合 人権・行政・厚生・福祉

場� 所 住民福祉センタ- 2階� 

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。)

イtニ 嫁 多良 行

専門相談員による相談所の開設日

女毎週水曜日 午後1:30-4:00 

女場所農村環境改善センター

大
あ
な
た
の
家
の
た
べ
も
の
を
診
断
し
て
下
さ
い
大 

養
摂
取
状
況
か
ら
み
て
何 

-

が
多
く
、
何
が
少
な
い
の 

-

か
、
節
食
す
る
必
要
が
あ

一

る
の
か
、
あ
る
い
は
も
っ

一

と
十
分
に
栄
養
を
摂
る
よ

一

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
の

一

か
等
高
血
圧
だ
か
ら
す

日

ぐ
に
動
物
性
食
品
や
油
っ 

-

こ
い
も
の
を
控
え
る
と
い 

-

う
の
は
誤
り
で
、
合
併
症 

-

が
あ
る
場
合
は
合
併
症
と 

-

の
程
度

・
種
類
に
よ
り
変

一

わ
っ
て
き
ま
す
。

一

日
ご
ろ
の
食
事
に
は
十

一

分
気
配
り
を
し
て
、
健
康

一

で
明
る
い
家
庭
を
築
き
た

い
も
の
で
す
。

平日 午後611警から翌朝9時まで
お気軽にご相談ください。

休日 午後ワ跨から翌朝911守まで

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



第256号 iJ> て〉� う ら 平成� 3年10月� 1日 2)(1

〈農村環境改善センター利用のしおり〉

将棋大会・囲碁大会の開催について

、。Lふるってご参加下さ次の要領で，将棋・囲碁大会を開催いたしますので同好の方々，� 

将 棋 大 会 囲 碁 大� izzh 

1 日 時� 10月20日(日) 午前� 9時から� 10月26日(封 午後� 1時30分から� 

2 場 所 農村環境改善センター� 2階会議室(和室)� 

3 主 {崖 将 棋愛好�  ZiZL 囲碁愛好�  zぷz〉h 

4 正ヱエ〉 費 各� 1，000円(食事代含む)� 

10月14日(月)� 10月21日 (月) 

5 申込締切

及申込方法
準備の都合がありますので，ハガキ又は電話で事務局(大字三渓字

古)1119-2農村環境改善センタ- ft 2 -3300)へ申し込んで

下さい。� 

6 表 彰 優勝者には優勝楯，参加者全員に記念品を贈ります。� 

7 競技方法 参加人数により当日決定します。

生活をエンジョイし，親睦，交友を広め，心の友，仲間づくりの為にも大いにご活用下さし、。

司
囲
碁
大
会

d

徳島県最低賃金改正
平成2年10月� 1日から実施されていた「徳

島県最低賃金」が次のとおり改正されました

ので，お知らせします。
1.実施年月日 平成�  3年� 10月� 1白� 

2.最低賃金額� 1日� 3.981円 て賃金の大部
分が時間によって定められている労働者
については� 11尋問� 498円)

※くわしいことは，徳島労働基準局賃金課� 
(ft(0886) 52-914l)または，最寄りの労働
基準監督署におたずね下さい。

⑩徳島労働基準局

全
町
一
斉


清
掃
に
つ
い
て


六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
町

内
一
斉
清
掃
に
は
「
ゴ
ミ
フ
ェ
ン

ス
」
の
周
辺

・
排
水
路
の
ド
ブ
さ

ら
い
や
河
川
の
草
刈
り
等
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
に
よ
り

美
し
い
町
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
一
斉
清
掃
は
、
地
域
に
住

む
人
び
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て

地
域
の
環
境
を
良
く
し
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

今
後
と
も
自
分
た
ち
の
手
で
美

し
く
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
組
大
ご
み
は
必
ず
ご
み

焼
却
場
(
宮
二
四
二
一
八
)
へ

事
前
に
電
苦
闘
し
て
作
業
員
の
指
示

に
従
っ
て
下
さ
い
。

MUS04
スタンプ
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スタンプ



て〉 う らl
 

平成  3年 10月 1日)3(
 

阪
自
叫
�
 の
剰
闘
�
 
ψ
主
唱
す
め
ま
し
ょ
�
 

つ-
。

M
W

第256号

交
通
安
全
に
つ
い
て


に
よ
り
、
各
駐
在
所
員
が
不
在
で

大
字
棚
野
の
各
地
域

。
坂
本
警
察
官
駐
在
所

勝
浦
町
の
う
ち
、
大
字
三
渓
�
 

(旧
横
瀬
地
区
を
含
む
)、
大
字

坂
本
の
各
地
域

警
察
官
駐
在
所

か
ら
の
お
願
い

勝
浦
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
警
察
行
政
に
対
し
て
様
々

な
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

勝
浦
町
に
は
、
生
比
奈
、
横
瀬
、

坂
本
の
三
つ

の
駐
在
所
が
あ
り
ま

す
が
、
本
年
二
月
に
発
生
し
た
横

須
町
の
殺
人
・
死
体
遺
棄
事
件
等
�
 

土
口

田

横
瀬
駐
在
所

最
近
、
高
齢
者
と
若
者
の
事
故

が
目
立
っ
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に

つ

い
て
は
、
お
年
寄
り
自
身
に
交
通

安
全
意
識
を
も

っ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
含
む
す
べ

て
の
人
た
ち
が
、
お
年
寄
り
を
交

通
事
故
か
ら
守
っ
て
あ
げ
よ
う
と

い
う
気
持
で
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、

て -
お
年
寄
り
を
見
た
ら
ス
ピ
ー

Z
E
m

ド
安
落
と
し
、

警
�
 菅
乞
鳴
ら

し
て
車
の
接
近
を
知
ら
せ
る
。

ヌう 

二
、
お
年
寄
り
が
道
路
存
横
断
し

h

よ
う
と
し
て
い
た
ら
、
吉
事
停

止
し
て
先
に
渡
し
て
あ
げ
る

0

・
御
家
族
の
方
は
、

一
、
外
出
時
に
は
、
で
き
る
だ
け

一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

二
、
お
年
寄
り
が
夜
間
一
人
で
外

出
す
る
場
合
は
、
懐
中
電
灯
や

若
者
の
無
謀
運
転
は
勝
浦
町
で

も
目
立

っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
夜
間
に
オ
ー
ト
バ
イ
や

車
で
暴
走
し
、
騒
音
と
事
故
の
危

と
な

っ
て
い
ま
す
。

但
し
、
こ
れ
は
受
持
ち
責
任
区

域
で
す
の
で
、
急
を
用
す
る
事
故

や
盗
難
等
で
、
受
持
ち
駐
在
所
員

が
不
在
の
際
は
、
他
の
駐
在
所
ま

雅

雄

険
を
ま
き
散
ら
す
、
い
わ
ゆ
る
暴

走
運
転
が
自
に
つ
き
ま
す
。

若
者
の
走
り
た
い
心
情
も
理
解

で
き
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

他
人
の
迷
惑
を
考
え
ず
、

天
下
の

公
道
を
暴
走
す
る
の
は

『
わ
が
ま

ま
』
と
し
か
い
い
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。

響
察
と
し
て
は
、
今
ま
で
オ
ー

ト
バ
イ
を
中
心
と
し
て
取
締
っ
て

i

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
四
輪


の
暴
走
も
取
締
り
た
い
と
思
っ
て


い
ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
し


ま
す
。
そ

し
て
、
シ
�
 ト
ベ
ル
卜
の
ウ
克

全
着
用
と
違
法
駐
車
の

一
掃
に
も

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
了41
ケ
九
日
口
火
災
司
一
日
リ

面
作
十
余
�
 
1
三
附
可
制

月
日
白
川河
�
 
自
国
�
 

J

l
m

i
m

K
H
H
 

あ
る
こ
と
が
多
く
、
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
事
件
も
解
決
し
た
こ

と
で
、
各
駐
在
所
員
も
本
来
の
駐

在
所
勤
務
に
一戻
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。そ

こ
で
、
各
駐
在
所
の
受
持
ち

区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�
 

0

生
比
奈
警
察
官
駐
在
所

勝
浦
町
の
う
ち
、
大
字
沼
江
、

大
字
中
角
、
大
字
星
谷
、
大
字

生
名
の
各
地
域

。
横
瀬
警
察
官
駐
在
所

で
御
連
絡
下
さ
い
。

生
比
奈

宮
二

三
�
 四
九

横

瀬

雪

了
二
�
 四
九

坂

本

宮
二

四
�
 
OOO

勝
浦
町
の
う
ち
、
大
字
久
園
、

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
庁
が
の
で
、
身
近
な
道
路
問
題
の
担
談
、

行
政
担
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
要

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
望
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の

に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る
機
会
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

も
の
で
す
。

こ
の
週
間
の

一
環
と
し
て
、
徳

島
行
政
基
軍
事
務
所
と
地
元
行
政

相
談
委
員
が
主
催
し
て
、
次
の
と

お
り
行
政
相
議
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
所
で
は
現
在
「
さ
わ
や
か

行
政
サ
ー
ビ
ス
運
動
」
が
全
国
的

に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

加
予
定
機
関

て
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
撃
音
に
関

徳
島
行
政
監
宏
筆
-
務
所
係

す
る
相
談
に

つ
い
て
も
積
極
的
に

受
け
付
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
�
 

-F行政
相
談
所

一
、
日
時

二
、
場
所

三
、
参
/

平
成
三
年
十
月
十
一
日
倒

午
前
十
時

住
居
福
祉
セ
�
 
γ
タ
!

官

・
人
権
擁
護
委
員

・
心

配
ご
と
相
談
員

交通事故巡回相談日

令日 時 10月25日 (劃
午前 9時~午後 4時

や場所 小松島中央会館

令相談員 相田伸夫

※お気軽にご相談下さい。

l

一八

午
後
三
時

J
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ご
利
用
下
さ
い

重
度
身
体
障
害
者

等
の
改
造
で
あ
り
、
そ
の
改
造
に

よ
り
、
障
害
者
の
方
の
日
常
生
活

が
容
易
に
な
る
こ
と
。
(
同
時
に
他

の
改
造
を
行
っ
て
も
、
助
成
の
対

象
と
な
る
の
は
、
障
害
者
の
方
の

利
便
性
に
つ
な
が
る
部
分
の
み
。
)

-
功
成
額
等

助
成
の
対
象
と
な
る
改
造
に
必

要
な
費
用
の
三
分
の
こ
以
内
の
額

を
助
成
す
る
。(
最
高
四
十
万
円
)

-
必
要
書
類
等

業
者
の
見
積
書
、
改
造
部
分
の

設
計
図
、
家
屋
会
葎
の
見
取
図
等
。 

¥
(
3
M紗

農
業
簿
記
記
帳
講
習
会

ー
受
講
者
を
募
集 

長老妻宅ヨ司� 

E軍軍圏


l

住
宅
改
造
助
成
制
度

重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
が
、

日
常
生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
の

住
宅
改
造
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の

費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
と

し
て
、
重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改

造
助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
役
場
住
居
福
祉
課
へ

ご
相
談
下
さ
い
。

-
助
成
童
文
け
る
た
め
の
条
件

勝
浦
町
に
在
住
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
視
覚
障

害
ま
た
は
肢
体
不
自
由
で
の
一
級

ま
た
は
二
級
の
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
。
(
所
得
税
非
課
税
世
帯
に

限
る
。)

-
助
成
対
象
と
な
る
改
造

玄
関
、
便
所
、
浴
室
、
炊
事
場 

局
(
宮
二

二

五
一
一 

)又
は
地
元

づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
農
業

島
答
芸
員
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

経
営
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

次
の
方
々
に
は
ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま

る
農
筆
害
対
象
に
慣
記
、
径
呂
、

す
。

税
務
等
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
予

。
後
継
者
が
い
る
農
家

定
し
て
い
ま
す
。

。
農
業
所
得
の
比
較
的
多
い
農
家

講
師
は
、
経
営
簿
記
の
コ
ン
サ

。
農
業
経
営
に
意
欲
的
な
農
家


ル
タ
ン
ト
に
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、

。
農
業
者
年
金
の
受
給
者
が
い
る


必
要
に
応
じ
て
税
理
士

・
経
営
専

農
家
等


門
技
術
員
に
も
お
願
い
し
、
要
望

金

る
霊
告
に
は
、
必
要
資
料
等
無


に
沿
っ
た
学
習
を
進
め
た
い
と
考

料
で
配
布
し
ま
す
。


え
て
い
ま
す
。

講
習
会
は
二
か
月
に

一
回
程
度


こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
経
営
者

予
定
し
て
い
ま
す
。

-R



農
業
委
員
会
で
は
、
「
強
い
経
営

A
?

L

J

z
'
t
uY 

L 10月は� 
F労働保険適用促進月間Jです

労働保険とは雇用保険と労

災保険の二つの保険を総称し

たもので、す。

身
体
障
害
者

皆さんが安心して働ける職

巡
回
相
談

場作り と安定した事業経営上

にも欠かせない保険制度です。

次
の
日
程
に
よ
り
巡
回
相
談

未加入とな っている事業所

を
実
施 

ま
す
。

は加入の手続きをして下さし、。

お
気
軽
に
ご
相
談
し
て
下
さ

詳し くは、

令

と

き 

・徳島県雇用保険課� (ft0886-21-2360)

十
月
三
十
一
日
制

・徳島県労働基準局(宮0886-52-9141)

奉
替
、
植
林
及
び
補
植
振
宇

地
転
用
許
可
証
の
あ
る
農
地
は
、

午
前
十
時 

午
後
一
時
‘ 

及びハローワーク� (公共職業安定所)・各労

定
さ
れ
て
い
る 

、
杉
・
桧
・

造
林
補
助
金
を
受
け
ら
れ
ま
す

と
こ
ろ

、。L働基準監督署にお尋ね下さ� 

の
で
、
森
林
組
合

へ
ご
相
談
下

上
勝
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

支
」い
。

方
は
役
場
佐
島
福
祉
課
ま
で
ご

な
お
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る

な
お
、
苗
木
の
申
し
込
み
期
日

連
絡
下
き
い
。

山
林
で
あ
る
方
、
ま
た
は
、
農

は
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
で
す
。

+du

と
し
て
の
自
覚
や
そ
の
取
り
組
み

が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も

自
己
の
経
営
診
断
が
と
り
わ
け
重

要
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講

さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
十

月
末
固
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務

ク
ヌ
ギ
等
の
苗
木
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

植
林
地
が
台
帳
・
現
況
と
も

‘

、-
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徳島県芸術祭 わ
た
し
の
作
品三子
V

ど
う
見
て
も
反
省
を
し
た
顔
で
な

い

生

名

丸

山

香

月

ム
品
尻
こ
そ
反
省
し
て
る
ら
し
い
顔

中

山

倉

橋

加

辻

反
省
を
し
て
い
る
色
を
酌
ん
で
や

る

横

瀬

田

中

思

葦

反
省
の
わ
り
に
失
言
多
す
ぎ
る

横

瀬

後

藤

列

東

子
を
叱
る
た
び
に
反
省
く
り
返
す

横

瀬

桜

木

千

代

徳島県文化普及事業巡回公演

)5(
 

反
省
を
明
日
に
つ
な
げ
ぬ
ま
ま
に

秋

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

底
辺
に
生
き
反
省
な
ど
は
な
い

横

瀬

谷

酔

参

反
省
を
し
て
も
忘
れ
る
癖
が
あ
る

棚

野

穏

台

綾

言
え
る
だ
け
叱
っ
た
後
で
悔
い
残

す

沼

江

黒

井

瞳

反
省
を
し
た
そ
の
日
か
ら
青
い
空

立

川

前

田

千

恵

つ
ま
づ
い
て
そ
れ
か
ら
後
を
振
り

返

る

沼

江

真

木

し

げ

お

反
省
を
ち
か
う
涙
に
ま
た
そ
む
き

久
国
小
林
つ
る
お

消
し
ゴ
ム
で
一
生
懸
金
伺
し
て
ま

す

横

瀬

日

下

美

里

優
し
さ
を
忘
れ
た
一
日
遅
く
暮
れ

久

国

美

馬

真

由

電
話
口
反
省
し
ま
す
と
頭
か
き

棚

野

相

原

大

峰

青
リ
ン
ゴ
過
去

へ
反
省
す
る
一
夜

横

瀬

錦

内

常

一

反
省
の
演
技
つ
く
し
て
ゆ
る
し
乞

う

横

瀬

今

川

の

ぼ

る

通
信
簿
反
省
し
て
る
顔
で
来
る

横

瀬

中

田

万

里

無
農
薬
の
茄
子
び
は
皮
も
剥
か
ぬ

ま

ま

棚

野

殿

川

早

苗

自
由
席
美
人
の
横
が
空
い
て
居
る

沼
江
駒
津
こ
つ
ゆ

こ
れ
一
つ
お
願
い
無
理
を
聞
い
て

よ

ネ

横

瀬

桂

木

た

け

お

呑
む
だ
け
で
た
っ
た
一
つ
の
芸
も

な

い

中

山

山

下

ふ

さ

お

落
胆
の
足
休
診
の
札
仰
ぎ

何
時
の
間
に
齢
取
っ
た
の
か
八
十

路

棚

野

谷

新

太

郎

遠
足
の
早
や
着
き
た
る
か
寺
の
鐘

供
へ
物
烏
は
待
っ
て
い
た
よ
う
に

棚

野

北

島
ア
サ
ノ

働
い
て
育
て
た
だ
け
で
泣
く
老
後

中
山
い
く
子

縄
の
れ
ん
く
ぐ
り
て
独
り
未
練
酒

フ
ル
ム
�
 l
ン
心
は
若
し
宿
浴
衣

横

瀬

稼

勢

都

景

ぽ

重注P


出
詠
は
毎
月
五
�
 ま
で
に
三
句
ハ
ガ
キ
で

B

送
り
先
勝
浦
町
三
渓
嫁
勢
広
夫
さ
ん

ま
で
町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
.

次
回
は
俳
句
そ
の
次
は
短
歌
と
安
代
に
の

せ
ま
す
.
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
�
 
.

社
会
総
合
大
学

ク
尚
子
習
日
の
お
知
ら
せ
々

習
{
子
尚
子
級

叩
月
お
日

(
金
)

午
後
7
時
�
 午
後
9
時

住
民
福
祉
セ
ソ
タ

j

叩
月
日
日

(
金
)

書簡

研
修
室
�
 (旧
図
書
室
)

畢
語
学
級
叩
月
口
日
(
木
)

日
月
幻
日
�
 (日
)午

後

時
間

午
後
7
時
泊
分
J

9
時
却
分

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
室

(
旧
図
書
室
)

短
歌
学
級
日
月
日
日
(
土
)

時
間

午
後
1
時

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

題
出
諒
締
切
日 研

修
室
(
旧
図
書
室
)

「
流
る
」

月
加
日

m

-日時 平成3年10月6日(日)

午後� 1時30分-----3時まで

4砂場所 勝浦町農村環境改善センター

大ホール� a 
※多数の方の観賞をお待ちしています。� 

ρ 
プロゲラム

白鳥の湖より第二幕

1.シ ュガーマーチ� 

2.北京ちゃん� 

3.タンブリンで踊ろう

4.くるみ割り人形より

~金平糖のヴァリエーション~� 

5.白鳥の湖第一幕より� 

~パ・ド・卜ロワのヴブリ エーション~� 

6.眠れる森の美女より

~オーロラ姫のヴァリエーション~

第三部� パリのにぎわい

“オッヘンパックの音楽にのせて"

若い娘たちの憧れと夢の街パリは

。 今時しく吋わう

l
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今月の健康行事(不明な点は環境衛生課保健婦におたずね下さい)

日 曜 内 官同胃 対 象 者 受付時間 場 所 持参するもの他� 

8 火 インフルエンザ予防接種(1回目) 満� 3 歳 以 上� 13:30~14:30 星谷集会所 印鑑

9 水� 

百日咳，ジフテリア，破倒置� 

=種混合予防接種  

2 ~ 4 歳未満

l 期 ~ l か月毎に 3 回 
2 期 ~ l 期終了後

lH8か月後にl回接種� 

13:30~14:30 
農村環‘境

改善セγター

問診票� 

母子手帳� 

15 火 インフル工ンザ予防接種(1回目) 満� 3 歳 以 上� 14:00~ 15 :00 農村婦人の家 印鑑� 

16 水 胸部レントゲン巡回検診 一 般 の 方 月IJ 欄 別 欄 料金無料�  

17 木 胸部レントゲン巡回検診 般 の 方� ~IJ 欄� ~IJ 欄 料金無料�  

17 木 健 康 相 談 一 般 の 方� 13:30~16:00 
農村環境

改善セソター� 
健康手帳

18 金 高血圧教室，健康相談 血圧の高い方�  9 :30~ 1l :OO 掛谷集会所 健康手帳� 

18 金 高血圧教室，健康相談 血圧の高い方�  13:30~15:30 メ'tμÚJ~、ぷft主』ゐ主 健康手帳� 

21 月 インフル工ンザ予防接種(1回目) 満� 3 歳 以 上� 13:30~14:30 坂本小学校 印鑑� 

23 水 健 康 相 談 般 の 方� lO:OO~1l :30 勝浦 会 館 健康手帳� 

23 水 股関節脱臼検診 満� 1歳未満の乳児�  14 : 30~15:00 
農村環境
改善センター� 

母子手帳

23 水 ポリオ生ワクチン投与
生後 3 か月 ~48か月まで 
に2回のんでいない子

15:30~16: 30 
農村環境

改善セ γター� 
母子手帳，問診票

24 木 高血圧教室，健康相談 血圧の高い方�  9 :30~1l :OO 
生名集会所

(東林庵) 
健康手帳

24 木 高血圧教室，健康相談 血圧の高い 方� 13:30~15:30 棚野集会所 健康手帳� 

25 金 歳児健康診査�  
H 2 . 8 . 1 ~11 . 30 

までに生まれた子� 
13:30~14:30 勝浦病院 母子手帳

31 木 高血圧教室 ，健康相談 血圧の高い方�  9 :30~1l :OO 坂本集会所 健康手帳� 

31 木 高血圧教室 ，健康相談 血圧の高い 方� 13:30~15 :30 横瀬集会所 健康手帳

※インフルエソザ予防接種料金� 3~5 歳 ・ ー 300円， 6 ~12歳・ .. 400円， 13歳以上・ー500円
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みんなの健康



〈
力
ゼ
に
か
か
ら
な
い

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
〉 

0

食
事
は
三
度
バ
ラ
ン
ス
よ
く

o
寒
さ
に
強
く
な
ろ
う

0

疲
労
ゃ
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
よ
う
に
睡
眠
は
十
分
に
と
る

。
人
混
み
は
さ
け
る 

女
予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
な
い
人

じ
ん 

o
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓

病
な
ど
病
気
の
活
動
期
に

あ
る
人 

0

体
温
が
三
十
七
度
以
上
あ

る
人 

平成 3年10月1日� ヌう通 て〉 う ら 第256号

ら
咳
と
と
も
に
飛
び
出
す
水
滴

(
飛
ま
つ
)
に
よ
っ
て
』
伝
染
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
人
と
話
す
だ
け
で
も

感
染
す
る
可
能
性
が
高
く
、
冬
の

聞
は
部
屋
を
し
め
き
る
こ
と
が
多

く
、
ウ
イ
ル
ス
が
飛
散
し
た
空
気

を
多
く
の
人
が
吸
い
こ
む
こ
と
に

な
り
、
そ
の
た
め
に
次
々
感
染
し
、

伝
染
力
の
強
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン

インフノルZニノずを

7)(1

:ラct'1J，dL，タ

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
患
者
が
多

く
な
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
種
々

の
か
ぜ
の
中
で
も
最
も
伝
染
力
が

強
く
、
重
い
症
状
が
現
わ
れ
ま
す
。

こ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普

通
感
官
と
同
じ
よ
う
に
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
っ
て
発
病
し
ま
す
が
、

普
通
感
冒
と
の
大
き
な
違
い
は
、

そ
の
伝
染
力
の
強
さ
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

こ
れ
に
か
か
っ
た
人
の
鼻
や
口
か

大
流
行
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

J

ザ
は
、
小
規
模
か
ら
中
規
模
の
流

行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
十 

十

五
年
毎
に
大
流
行
を
し
て
い
ま
す
。

外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
手
洗
い
、

う
が
い
を
励
行
す
る

。
室
内
の
保
温
、
保
湿
、
換
気
に

o
注
意
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
防
接
種

よ
り
ほ
か
に
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ

ん
。
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
に
く

く
、
た
と
え
か
か
っ
て
も
軽
く
す

み
ま
す
。

包囲. .  園田盟国. 1.

0

著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る

人
。
鶏
肉
鶏
卵
に
ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
人

。
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と

認
め
た
人

。
接
種
は
二
回
で
、
そ
の
間

隔
は
一
回
目
か
ら
約
四
週

間
あ
け
て
も
う
一
度
接
種

を
す
る
の
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

グ
結
核
に

か
か
ら
な
い

よ
う
に
す
る

た
め
に
。

庁
結
核
で
死
ぬ
こ
と
は

な
い
占
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
ま
す
が
、
手
遅

れ
に
な
っ
た
結
核
は
な

か
な
か
治
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
全
国
で
は
、

毎
年
約
三
、
0
0
0人

以
上
の
人
が
結
核
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
勝
浦
町
で
も
、
毎

年
何
名
か
の
結
核
新
登

録
患
者
さ
ん
が
出
て
治

療
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
何
よ
り
大
切

で
す
。
年
に
一
度
は
必
ず
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

。
次
の
日
程
で
町
内
を
巡
回
し
て

検
診
を
行
い
ま
す
。
最
寄
り
の

場
所
で
、
気
軽
に
お
受
け
下
さ 

ボ
タ 
γ
、
金
具
の
な
い
服
に

し
て
下
さ
い
。
(
綿
シ
ャ
ツ
程

度
の
服
、
シ
ャ
ツ
)

料
金
は
無
料
で
す
。

o o

一
ー
し

(
臥
一J

一綿一切


h

¥¥  かぜ症候群 インフルエンザ

病気の

起こり方
ゆっくりおこる

急激に全身症状

が始まる

寒� lす 軽L、 強L、

発 童先 微熱 高熱

鼻 水 最初からある� 1 ~ 2 日たってから

頭 痛 あっても軽い 強い

関 節 痛 あっても軽い 強い

だるさ 軽い 強い

胃腸症状 あっても軽い 強く出ることがある

肺炎の合併
赤ちゃん、お年

寄り以外はまれ
確率が高い

胸部レントゲン検診日程表

場 所 時 問

10 

月

16 

日

休)

坂 本 ， 林 忠三様宅横�  

勝 浦郡農協坂本出張所�  

与 川内，神子勝様宅横�  

農村環境改善センター�  

勝 浦 郡 農 協勝浦支所�  

N TT阿波勝浦営業所前� 

役 場前�  

9:30 ~ 10:00 

10:10~10:40 

10:50~11:20 

11:30 ~ 1 2:00 

13:00 ~ 1 3:40 

13 :5 0 ~14:20 

14:30~15:30 

10 

月

17 

日

(*) 

役 場� ~IJ 

生名， いちょうの木�  

星谷，小山二三好様宅前� 

黒岩，勝浦会館駐車場�  

農 村 婦 人 の 家� 

沼江，藤本明男様宅横�  

石原，東栄造様宅横�  

9:30~10:00 

10:10 ~1 0:40 

10:50 ~1 1:20 

11 :3 0 ~ 12 : 00 

13:00 ~ 1 3:5 0 

14 :0 0 ~ 14:40 

14:50 ~15:3 0 
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保健婦だより
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戸
籍
の
窓

8
月
叩
日
1
9
月
時
日

(敬称略)

大
字
星
谷
高
瀬
元
/
長
女

字

中

奥

み

ど

り

¥

夏

大
字
沼
江
大
森
健
樹
/
長
女

字

山

路

秀

子

¥

沙

耶

花

大
字
生
名
岩
本
多
加
志
/
長
女

字

北

宏

恵

¥

未

紗

大
字
沼
江
長
田
英
二
朗
/
二
男

字

神

谷

厚

子

¥

圭

吏

大
字
棚
野
原

字
北
川
原

大
字
棚
軒
目
蔀

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

字
織
田 女

お
誕
生
お
め
で
と
う

鴻
本
満
雄
さ
ん

光
井
雅
己
さ
ん

長
田
英
二
朗
さ
ん

匿

名
8
月
時
日
1
9
月
時
日

主
仁二� ' 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

主忌

晴

美

¥

隆

二

和
夫
/
長
女

聖
子
¥
ひ
か
る

良
作
�
 

J

長
男

横石掛坂

瀬原谷本�  
菜

大
字
三
渓
坂
口

大
�
 Z
E
EZ

大

2
2
3
鴻

本

義

雄

(
部
歳
�
 
)

幸
三
漢
字
小
雪
鼻
知
場
カ
メ
�
 (但
歳
)
 

2
5
3谷
長

田

厚

子
(
お
歳
)

大字三漢字
会
お
く
や
み
申
し
ま
す

字
中
村

語堺

英
二

敬
子

-
ご
結
婚
お
め
で
と
う

OOddh ¥ー

£ヨJfj 9


村
上
茂
男
(
臼
歳
)

谷
作
本
金
臓
(
四
歳
)

次

加講十講�  31 30 28 24 23 22 21 20 18 16 14 10 8 4 2 
10月の正曜閉庁日は，次のとおりです0 

下)分し各日日日日日日日日日日日日日日日
さ時かま講(木)休)(月)休)休)(火)(月)(日)倒(水)伺)同 ω倒休)
い間らす座
。に、ゴ と 手 踊 篠i・� 

護軍主キ室長教室長装教委室長教室装毒装
な教教後室室室室室室室室室室室室室室室ー10月五6日(第4土曜日? い室室八
よはは時

(ただし，勝浦事院各保育所割、 う七七か
ご時時ら学校及び幼稚園は，行っています。
参開 三 開� 

同10. 河.1 2日� t第� 2土曜日) 手踊着膝t生習踊膝t手着習生

Tf空売!?コ

道路標識圏聞が，� 10月 1 日 ~7 日まで

の間全国的に実施されます。

道路標識は道路を安全，快適，円滑に

利用するための施設で，道路利用者にい

ろいろな情報を伝えるために設置されて

います。

この週間を機に道路標識に関心を持っ

て頂き，また標識についてお気付きの点

がありましたら，標識BOXにより御意

見をくださるか，役場建設課，または，

県道路保全課(乞齢邸� 6-21-2臼9)まで

御連絡ください。

法
に
よ
り
過
疎
町
村
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
過
疎
町
村
に
指
定

さ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
、
若
者

の
人
口
の
減
少
率
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
町
で
は
、
こ
の
た
び
医
療

福
祉
の
向
上
と
、
若
者
の
定
着

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
民
間
企
業
と
の
公
私
協

力
方
式
に
よ
る
学
校
法
人
勝
浦

学
園
を
設
立
し
、
医
療
福
祉
の

専
門
学
校
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
専
門
学
校
を
設
置
す

勝
浦
町
役
場
企
画
開
発
課

る
た
め
の
資
金
(
頭
初
必
要
経

八
八
五
四
|
二
|
二

費
約
十
億
円
)
の
調
達
を
図
る

た
め
寄
付
金
を
募
集
い
た
し
ま
�
 

O

に
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置

勝
浦
町
は
、
平
成
三
年
四
月

寄


付

金

募

集

す
の
で
、
格
別
の
ご
芳
志
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

。
医
療
福
祉
専
門
学
校

身
体
や
蛙
揮
に
障
害
の
あ

る
人
々
を
速
や
か
に
社
会
生

活
に
復
帰
さ
せ
る
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法

士
等
の
養
成
施
設
で
、
平
成

五
年
四
月
一
日
開
校
予
定
で

す。
。
募
金
目
標
額

一
億
円

。
寄
付
申
込
先

(五 宮
一
一)
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寄付金募集




